
高効率給湯器

○ゴールドシニア事業【エアコンサポート75】
新 規 　　　　　 　　　　　　（644万円）

　市議会2月定例会において、田中 甲市長が施政方針、高木 秀人教育長が教育行政運営方針を
それぞれ述べました。2〜5面では、各方針の概要や新年度の主な施策、予算を紹介します。

施政方針＝☎712-8591企画課、教育行政運営方針＝☎383-9224教育総務課、当初予算＝☎712-8595財政課

　市長に就任以来、市民の皆さんから託された重責を片時も
忘れることなく、「市民目線」「現場主義」を一貫してまいりまし
た。その中心にあったのは、市民の皆さんとの「対話」です。就
任以来、計40回開催したタウンミーティングには、延べ1,145
人の方々にご参加いただき、より市民生活に近い生の声を伺っ
てまいりました。
　皆さんから受け取った「市川市をもっと良くしたい」という
熱い想

お も

い、その一つひとつをカタチにし、ともに「より良い市
川」をつくり上げることが、行政の役割と果たすべき責任です。
　本市の総人口は50万人に到達しようとしています。県内で
4番目となる50万都市への仲間入りは、本市がそれだけ多くの
方々に「住みたい」「住み続けたい」と認められ、選ばれてきた

証です。このまちに関わってきた全ての方々が、まちの安全・
安心、子育て環境、教育、高齢者や障がい者施策など、手を取り
合って進めてきたまちづくりの成果にほかなりません。
　この成果を更なる飛躍の契機として捉え、国や県との連携を
一層密にしながら、今後も市民の皆さんとともに、持続可能な
まちづくりを着実に進めていきたいと思います。
　日ごろから市川市を愛してくださっている市民の皆さんへの
感謝を決して忘れることはありません。もし、その中に、困難に
直面している方がいらしたら、あるべき共生社会のあり方を模
索しつつ、誰一人取り残さないあたたかなまち、市川市の実現
を着実に進めてまいります。

▲全文はこちら

▲田中 甲市長

令和
8年度 施政方針 当初予算教育行政運営方針 施 方政 針

●カーボンニュートラルの実現に向け、脱炭素先行地域
である妙典地区において、太陽光発電設備の設置など、
既存住宅の創エネ・省エネ推進に係る費用を補助しま
す。また、環境に配慮した集合住宅である、「Z

ゼ ッ チ

EHマン
ション」の新築に対して、1棟当たり最大1億円を補助し
ます。

　施政方針は、新年度を迎える
にあたって、市長が向こう1年間
の市政運営の方針や重要な施策
を示したものです。

●市川駅前ミュージアムでは、若手アーティス
トに活動と発表の場を提供します。さらに、
作品の創作過程を楽しむことができる参加
型の企画を開催し、新しい感性に触れる機
会を創出します。

○予防接種事業 拡 大
乳幼児や高齢者などの接種に加え、令和8年
度から妊婦を対象とした、RSウイルスワクチ
ンの定期接種を始めます。

○脱炭素先行地域づくり事業

○ペットボトル分別収集事業 新 規

○南部地区消防防災施設整備事業
令和8年度は南消防署を建て替えるための設計などを行
います。

○防災情報システム整備事業 新 規

○街頭防犯カメラ設置事業

○デジタル地域通貨推進事業
　（6億2,385万円）

【その他の関連事業】
○こどもの受験対策季節講習費支援事業

（3,265万円）
経済的課題を抱える世帯の受験生の学習塾
の夏期・冬期講習などの費用を補助します。

【その他の関連事業】
○物価高騰対応デジタル地域通貨⽀援金
　⽀給事業 新 規 　　　　（22億5,000万円）

全市民に対し 、1人当たり4,500円 相当の
ICHICOポイントを付与した ICHICO定額
カードを支給します（7面参照）。

【その他の関連事業】
○LED化の推進　　　　　　　  　　（8億1,202万円）

公共施設にある照明設備のLED化を推進します。

【その他の関連事業】
○都市計画道路3・4・15号整備事業　 　（6,062万円）

JR市川大野駅前から迎米バス停付近までの道路を拡幅
するため、令和8年度は用地測量を行います。

【その他の関連事業】

施政方針の主な内容と事業

誰一人取り残さないまち 持続可能で安心・快適なまち 魅力あふれる元気なまち
恒久平和の実現

子育て支援

健康寿命日本一

多文化共生

文化・芸術の振興

ふるさと納税の強化

市民サービスの向上

スポーツの振興

都市農業・水産業の支援

市内経済・産業の活性化カーボンニュートラルの実現

「環境先進都市いちかわ」の実現

自然環境の保全

動物愛護の推進

消防力・防災力・防犯力の強化

主な施 策 ❶  主な施 策 ❷  主な施 策 ❸  

▲平和記念公園（広島）などを見学

▲健康講演会で体操

▲妙典親子つどいの広場

▲創エネ・省エネ住宅のイメージ

▲ICHICO定額カード

▲改修後の護岸のイメージ

●新たにスタートする「都市計画マスタープラン」に基づ
き、少子高齢化の進行や災害の激

げ き

甚
じ ん

化、インフラの老朽
化といったさまざまな課題に対応しつつ、地域の特性に
応じた適切な土地利用の誘導を図ります。

●本八幡駅北口駅前地区の再開発により、本市の交通の
利便性を活かしつつ、自然と調和した新たな付加価値
の創出に取り組みます。

●次期クリーンセンターなど、現在進行中の都市基盤の整
備を計画的に進めます。

まちづくりの推進・都市基盤の整備

●中学生を被爆地へ派遣し、被爆の実態への
理解を深める平和学習を継続します。

●市民一人ひとりが心身共に健康で、介護や
医療に頼ることなく、活力に満ちた生涯を
送ることのできる「健康寿命日本一」の実現
に向け、引き続き、「健康ポイント Aruco」の
利用拡大や、健康講演会を通じて、みなさん
の健康づくりを後押しします（8面参照）。

●保護者の就労の有無に関わらず、0歳6カ月
から満3歳未満までの未就園児を保育園な
どに預けることができる「こども誰でも通
園制度」を本格的に実施します。

●地域における子育て支援の拠点である「親
子つどいの広場」は、 遊び場の提供に加え、 
親子の交流や情報交換の場として重要な
役割を果たしています。

「ぴあぱーく妙典COCO」内の「妙典親子つ
どいの広場」は、 これまで開所日が月～土
曜日でしたが、6月からは日曜日・祝日も利
用できます。

●さまざまな言語の方に伝わるよう工夫し
た、やさしい日本語で作成したチラシを配
布します。日本で暮らす上での生活ルール
や、マナーへの理解を深めていただけるよ
う努めます。

●永井荷風文学賞を通じて、多くの方々に文
学の魅力を感じていただくとともに、新た
な才能の発掘につなげていきます。

●市内全域を対象とし、省エネ性能が高い住宅に関する
情報を積極的に公開します。

●老朽化した斎場の建て替えを、近隣住民のみなさんに
寄り添い、理解を得ながら進めます。

●新湾岸道路、北千葉道路、（仮称）押切・湊橋の早期整
備に向け、今後も必要に応じて、国や県に要望していき
ます。

●国が進める「江戸川水
す い

閘
こ う

門
も ん

」の改築事業に対し、全面的
に協力していきます。

●下水道の計画的な整備を進めるとともに、長寿命化を
図ります。また、市川南ポンプ場を完成させ、同地区の
排水能力の向上を図ります。 ●新たな返礼品の拡充やPRを強化し、少しで

も多くの市外の方に、寄付先として選ばれ
るよう努めます。

●DXを推進し、市民のみなさんの利便性向上
に努めます。

●近隣市と連携を図ることで、それぞれの市
民のためになるサービスを、効果的かつ効
率的に提供し、お互いの強みを生かしたま
ちを目指します。

●デジタル地域通貨「ICHICO」は、加盟店と
利用者が年々増加しており、令和7年度の経
済効果は20億8千万円と試算しています。
今後も、さらなる利用者の拡大などにより、
市内の経済循環の促進を目指します。

●本市と協定などを締結する各チームと連携
し、公式戦への招待やスポーツ教室の開催
などを通じて、スポーツを身近に感じられる
機会を創出します。また、各チームが活躍
できる足場を整えていきます。

●ハンディキャップのある方々にも、スポーツ
ができる環境を整備していきます。

●J:COM北市川スポーツパークでは、3月に
オープンしたバスケットコートに続き、ス
ケートボードパークの整備も進めていきま
す。

●ごみの分別を徹底するため、プラスチック製容器包装類
としてまとめて収集していたペットボトルの分別収集を
4月から開始します。

●「保存樹木」の要件を緩和することで、本市の歴史ある
街並みを彩るクロマツをはじめとした樹木の保存、保護
に取り組みます。

●漁業協同組合や三
さ ん

番
ば ん

瀬
ぜ

の再生に取り組む環境団体と協
力しながら、豊かな生態系を育む三番瀬の保全と再生
に向けた取り組みを進めます。

●地域の猫活動支援拠点「いちにゃんサポート」を中心
に、地域猫の里親探しや動物愛護の情報発信などを行
います。

●老朽化した南消防署を新浜幼稚園の跡地へ移転し、災
害時の拠点としての役割を持つ施設として整備を進め
ます。

○親子つどいの広場事業 （3,819万円）

○「市川の文化人展」等事業 （754万円）

○中山参道活性化事業 （1,000万円）

○永井荷風文学賞運営事業 （1,075万円）

○市川漁港整備事業
令和8年度は護岸の改修工事と漁港の機能
保全のための設計を継続して行います。

（3億6,900万円）

○健康寿命延伸事業 （940万円）

（9億6,406万円）

○クリーンセンター整備事業
クリーンセンターの建て替えのため、令和8年度は建物の
設計及び整備工事を行います。

○公共下水道整備事業（雨水・汚水）

（21億5,785万円）

（109億9,763万円）

（3億1,756万円）

（3,380万円）

（411万円）

（5,683万円）

（20億4,379万円）

誰一人取り残さない
あたたかなまちの実現を目指して

●特定健康診査、各種がん検診などの受診率
の向上や、必要な方が予防接種を受けられ
るよう努め、病気の早期発見や予防に取り
組みます。

●防災DXを推進し、県や自治体間の連携を強化するとと
もに、災害発生時の住家被害認定調査や罹

り

災
さ い

証明書の
発行の迅速化を図ります。

●街頭防犯カメラを設置し、誰もが安全で安心して暮らせ
るまちの実現を目指します。

●動物愛護ボランティアや電力使用量の削減を
行った世帯へ「ICHICOポイント」を新たに付
与するなど、市民の善意や活動がポイントと
して還元される仕組みをさらに広げます。

●昨年、中山参道に誕生した「なかやまBASE」
を中心に、引き続き、地域のみなさんと新し
い賑

に ぎ

わいづくりを進めます。

○ゴールドシニア事業【チケット75】
（5,645万円）

75歳以上のゴールドシニアの外出を支援する
「チケット75」を引き続き実施します。

●農業の生産力の強化を支援するとともに、地
産地消を通じて農業への理解を促進します。

●漁港施設の計画的な機能保全や護岸の更
新を進めます。

○物価高騰対応デジタル地域通貨推進事業
新 規 　　　　　　　　        （1億5,000万円）

上記ポイントを ICHICOのアプリ（chiica）
へ移行した方へ1,000円相当の ICHICOポイ
ントを追加支給します。

●「いちかわ三番瀬まつり」の開催などを通じ
て、市民のみなさんが海に親しめる機会を
創出します。

福祉の充実
●医療的なケアを必要とする方の受け入れが

可能な事業所について、民間事業者と協力
し、受け入れ体制の整備を進めます。

●75歳以上のゴールドシニアがいるエアコン
未設置の世帯（住民税非課税世帯と均等
割のみ課税世帯）に対して、エアコンの購入
費用を最大8万円まで補助する「エアコン
サポート75」を新たに開始します。

太陽光パネル 断熱窓

蓄電池

高効率
空調機

●これまでの「広報いちかわ」が市公式Webサイト・検索 （https://www.city.ichikawa.lg.jp/pla04/1111000009.html）でご覧になれます。日時 内容 講師 対象・人数 費用・料金 持ち物 申込・申請方法 問い合わせ 行徳支所第1庁舎 第2庁舎場所・会場 子どもにおすすめ ☎市川市の市外局番は047
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　令和8年度一般会計の当初予算額は、前年度比で7.2％増の2,022億円となり、特別会計、公営企業会計
と合わせた全会計では、6.7％増の3,119億600万円となっています。
　令和8年度当初予算では、4月に市長選挙を控えているため、新たな政策的判断が必要な事業の予算は
見送りますが、生活に欠かせないサービスの提供やインフラの整備・維持管理の他、これまで政策的に進
めてきた学校給食費の無償化など、市民生活の基盤を守る事業を着実に継続する予算を確保します。
　その上で、物価高対策や生活環境の維持、災害や感染症への備えなど、見送ることができない緊急的に
対処すべき足元の課題に対しては、新たな予算を確保します。▲詳細はこちら

　教育施策の推進にあたり、学校と一体となって取り
組むとともに、家庭や地域などさまざまな関係者との
連携や協働を進めます。
　また、総合教育会議を通じて、今まで以上に、市長
と一層の協議・調整を図りながら、子どもたちの育ち
や学びに責任を持ち、市民や若者による社会教育活
動や文化財の保存・活用などを進めます。▲全文はこちら ▲高木 秀人教育長

●「（仮称）言語探究科」の新設に向け、主体的・対話的で深
い学びの実装に向けた準備を進めます。

●市立学校全体で小中一貫教育を進めるとともに、学校運
営協議会の体制整備を進めます。

●幼稚園・保育園・認定こども園、小学校、中学校などの関
係者がそれぞれ関係する学校運営協議会に参画するこ
とを推進します。

●特別な支援が必要な子どもたちへ教育的ニーズに応じ
た適切な指導・支援と環境の整備を行います。

●外国籍児童・生徒などに、支障なく学校生活を送り、授業
を理解する上で必要な日本語能力を身に付けられる日
本語指導の充実を図ります。

●「教育課程柔軟化サキドリ研究校」の指定を受けた小学
校に ALT（外国語指導助手）を配置し、小中一貫の英語
活動・英語教育に取り組みます。

●図書館司書が学校司書を支援することなどを通じ、図書館の持つ専門性を活かした学校図書館の支援を進めます。

●給食費無償化を継続して、食材の価格高騰にも対応し、給
食の質と量を確保します。

●公民館に学習スペースを設け、若年層を中心に社会教育への関心や参
画を広げた、新しい地域づくりの振興を図ります。

●小学校などに電子錠の導入を進めます。

●質の高い教育を提供するため、タブレット端末の更新や
通信ネットワークの改善、普通教室・特別教室・避難所と
なる体育館のエアコン整備や宮田小学校の建て替え工
事に着手します。

●児童の放課後活動の充実を図るため、放課後保育クラブ
と放課後こども教室の連携を検討します。

●中学校の運動部活動・文化部活動の地域展開を段階的
に推進します。

●下総国分寺跡と曽谷貝塚を地域で活かし、次世代に確実に伝えるため、
史跡整備に向けた取り組みを進めます。

●小学1年生〜中学3年生の9年間で児童・生徒に身に付け
てほしい力を明確に提示した、本市独自の CAN-DOリス
トを策定します。

「中学校卒業まで」学びの連続性の全校展開

誰一人取り残さない学びの保障

世界につながる市川版英語教育

乳幼児期からはじまる読書環境の充実

心も体も健康的な子どもを育む環境整備

人生を豊かにする生涯にわたる学びの基盤づくり

高校や社会につながる充実した人生の基盤づくり

多様性を包
ほ う

摂
せ つ

する学校教育の実現

子どもたちが世界で活躍できる素
そ

地
じ

作り

言葉を学び、感性・表現力・創造力などを培う読書活動の充実

豊かな心と健
す こ

やかな体の育成

学びを通じた「人づくり・つながりづくり・地域づくり」の循環

▲宮田小学校建て替えイメージ図

▲日本語指導の取り組み

▲ALTによる授業

▲野菜を型抜きし、食べやすくした
給食

予算の規模重 要 な施 策 ❶

重 要 な施 策 ❷

重 要 な施 策 ❸

重 要 な施 策 ❹

重 要 な施 策 ❺

重 要 な施 策 ❻

教 運行 方育 営政 針 当令和
8年度 予初 算

　教育行政運営方針は、
教育長が施政方針と同様
に教育行政の方針を示し
たものです。

○小学校建替事業
令和8年度は宮田小学校の建て替え工事を開始します。

（23億5,300万円）

○みらいサポーター事業 （1億3,408万円）

○学校給食室運営事業・学校給食費管理事業
（47億84万円）

○部活動地域展開推進事業（スポーツ・文化）
（2,103万円）

●不登校児童•生徒に対しては、「校内教育支援センター」の
優れた取り組みを周知徹底します。

●行徳地区に「サポートルームふれんど市川」の分室を設
置して市内2カ所で支援します。

一般会計

特別会計

公営企業会計

全会計

衛生費

2,022億円

839億3,300万円

257億7,300万円

3,119億600万円

（対前年度比7.2％増）

（対前年度比3.9％増）

（対前年度比12.8％増）

（対前年度比6.7％増）

●国民健康保険特別会計 
●介護保険特別会計
●後期高齢者医療特別会計 

●下水道事業会計

 387億2,000万円
368億9,700万円

83億1,600万円

257億7,300万円

福祉や道路、教育など市の基本的な事業を行うために設けられた会計

特定の収入をもって特定の事業の費用に充てるため設けられた会計

地方公共団体が経営する公益的な事業を行うために設けられた会計

歳 

入
歳 

出

405,576 円市民 1 人当たり予算額

（対前年度比24,350円の増）

一般会計予算2,022億円を
市の人口498,550人（令和7年12月末時点）で割って算出

民生費
991億5,400万円
49.0%

諸収入
58億4,073万円
2.9%

国庫支出金
453億7,536万円
22.5%

市債
81億6,930万円
4.1%

その他
77億6,221万円
3.7%

使用料及び手数料
43億5,503万円
2.2%

地方消費税交付金
127億2,000万円
6.3%

県支出金
174億5,037万円
8.6%

その他
73億4,400万円
3.7%

公債費
88億2,200万円
4.4%

消防費
64億8,800万円
3.2%

土木費
123億2,000万円
6.1%

衛生費
213億9,300万円
10.6%

教育費
200億9,800万円
9.9%

総務費
265億8,100万円
13.1%

医療、保健、環境、ごみ処理など

借入金の返済

高齢者・障がい者・
子どもの福祉など

学校の教育や
公民館・図書館の
管理・運営など

消防・救急・救助活動や
消防団の経費など

文化・スポーツの
振興や
防災・防犯対策、
情報化の推進など

道路・河川・公園の
管理や整備など

地域経済・
観光の振興、
議会の運営など

42,910円

17,695円

198,885円

40,313円 13,014円

53,316円

24,712円 14,731円

総務費

公債費

民生費

教育費 消防費 その他土木費

市税
1,005億2,700万円
49.7%

歳 入
2,022億円

歳 出
2,022億円

一般会計における歳入・歳出予算の内訳

●これまでの「広報いちかわ」が市公式Webサイト・検索 （https://www.city.ichikawa.lg.jp/pla04/1111000009.html）でご覧になれます。日時 内容 講師 対象・人数 費用・料金 持ち物 申込・申請方法 問い合わせ 行徳支所第1庁舎 第2庁舎場所・会場 子どもにおすすめ ☎市川市の市外局番は047
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https://www.city.ichikawa.lg.jp/uploaded/attachment/42879.pdf
https://www.city.ichikawa.lg.jp/fin01/1111000080.html
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